
ＰＴジャーナル・第 54巻・総目次・2020年（第 1号～第 12号） i（ ）

［とびら］ 

人生の振り返り 村田　伸 5（1）
変わらないために変わること 長谷川信 133（2）
令和初めての年越しに 原　和彦 253（3）
物まねの大切さ 塚田絵里子 367（4）
職業の選択 望月　久 493（5）
きっかけがもたらすもの 武田浩二 621（6）
人に触れない理学療法 佐藤春彦 737（7）
先の見えない時代に 元木　純 867（8）
わが道を行く 理学療法士 塩田琴美 997（9）
理学療法士の専門性とは何か？ 山本尚司 1133（10）
人材育成で気をつけていること 本田知久 1251（11）
失敗から逃げない．初心にかえる．
　  和田陽介 1371（12）
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薬と運動療法
急性期脳梗塞―リスク管理と病態把握
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関節リウマチ―最新の薬物療法下での運動療法の目的
と意義 島原範芳 145（2）

痙縮―ボツリヌス療法を併用した理学療法
　  髙橋忠志・栗田慎也・尾花正義 152（2）
心不全―薬物療法と慢性心不全
　  加藤倫卓・小鹿野道雄 160（2）
呼吸器疾患―薬物療法とリハビリテーション
　  新貝和也・神津　玲 167（2）
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　  河江敏広 174（2）
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　  新井基洋 181（2）
パーキンソン病―ここまでわかった姿勢異常の薬物療
法と運動療法

　  加茂　力・三上恭平・青木良磨 187（2）
地域における予防の効果―理学療法の可能性
地域での運動・保健行政による予防活動の可能性
　―医療費削減効果の視点から 吉田俊之 258（3）
理学療法士の地域における予防活動の実態と活動効果
　  野村卓生 267（3）
介護予防・日常生活支援総合事業における理学療法の
効果 服部真治 275（3）

地域のスポーツグループへの参加と介護予防
　  金森　悟 284（3）
急性期病院における予防と地域との連携
　  岩田健太郎・本田明広・北井　豪 293（3）
症例から考える脳幹病変へのアプローチ
脳幹の基本的な機能解剖 内山　靖 372（4）
中脳大脳脚出血
　  上野信吾・岩佐彩美・前田尚子・
  河野寛一 379（4）
中脳・橋出血 廣谷和香 387（4）
両側橋底尾側梗塞―運動失調，歩行障害を主徴とした
一症例 岡本善敬 396（4）

橋背側出血 髙橋慎太郎・志方　淳 402（4）
Wallenberg症候群
　  脇坂成重・高野　碧・藤田里奈・
  久保田勝徳・遠藤正英 409（4）
視神経脊髄炎―脳幹まで病変が及んだ症例
　  吉井亮太・櫛櫛櫛櫛櫛櫛かなえ 417（4）
脊髄小脳変性症・多系統萎縮症
　  板東杏太・近藤夕騎・有明陽佑 425（4）
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投球障害を捉える―動作，機能解剖，エコーの活用，
予防に対する理学療法士の英知
投球障害の運動療法
　  高村　隆・高見悠也・佐久間孝志 498（5）
投球動作における運動学的特徴 青柳壮志 505（5）
投球障害肩―インピンジメント症候群
　  尾﨑尚代 511（5）
投球障害の肩以外の身体特性―肩甲骨と股関節に着目
して
　  我妻浩二・小林弘幸・村本勇貴・
  岩本　航 519（5）
野球肘に対する予防プログラム 坂田　淳 526（5）
野球肘予防の身体づくり
  田中正栄・元脇周也・来田晃幸・
  福田明雄・森岡俊行・堀口幸二・
  境　隆弘・小柳磨毅 533（5）
野球肘に対する運動療法の運動学的考察
  鵜飼建志 541（5）
肩肘痛を有するスポーツ選手の末梢神経障害の捉え方
　  河端将司・宮武和馬・宮田　徹・
  太附広明・草場洋平 549（5）
Pusher現象の謎「傾き」への挑戦―臨床像と治療アプ
ローチ
〔エディトリアル〕Pusher研究小史―35年間の軌跡
　  網本　和 626（6）
Pusher現象の出現率，経過そして病巣
　  阿部浩明 632（6）
Pusher現象の生起メカニズム
  藤野雄次・網本　和・深田和浩・
  松田雅弘・藤原俊之 639（6）
Pusher現象の評価方法
　  沼尾　拓・網本　和 644（6）
Pusher現象の臨床特性 万治淳史 654（6）
〔Pusher現象の治療〕起居・移乗動作へのアプローチ
　  中山智晴・山﨑裕司 662（6）
〔Pusher現象の治療〕認知神経リハビリテーション
　  生野達也 668（6）
〔Pusher現象の治療〕ニューロモジュレーション
　  中村潤二 674（6）
脊椎・脊髄疾患の多彩な症状と理学療法
〔エディトリアル〕脊椎・脊髄疾患の多彩な症状と理学
療法・理学療法士 永冨史子 742（7）
脊椎・脊髄疾患治療の今―脊椎外科医から理学療法士
に期待すること 二階堂琢也・矢吹省司 746（7）

脊椎・脊髄疾患による脊柱柔軟性低下と隣接関節障害

  建内宏重 753（7）
脊椎・脊髄疾患をもつ高齢者とサルコペニア
　  松尾咲愛・川上　守・峯玉賢和・
  中川雅文・山本義男・隅谷　政 760（7）
脊椎・脊髄疾患の歩行練習
　  井上靖悟・山口智史 766（7）
脊椎・脊髄疾患者の姿勢特徴と「きれいに歩きたい」
願い―理学療法的みかた

　  多々良大輔・堤麻梨子 774（7）
腰椎疾患の能力障害と心理的要因
　  田村典子・加賀威浩・岡　智大・
  西上智彦 781（7）
脊椎・脊髄疾患の生活と指導 田島健太郎 787（7）
パフォーマンス向上のための筋力トレーニング
筋力トレーニングの基礎と応用 木藤伸宏 872（8）
成長・加齢と筋力・筋の働きの関係
　  池添冬芽 880（8）
パフォーマンス向上に役立つ筋力評価の方法
　  髙鳥　真 889（8）
脳血管障害患者のパフォーマンス向上のための筋力ト
レーニング 渡邊裕文 897（8）

神経変性疾患患者のパフォーマンス向上のための筋力
トレーニング

　  松田直美・高松泰行・澤田　誠・
  饗場郁子 903（8）
変形性膝関節症患者のパフォーマンス向上のための筋
力トレーニング 山田将弘・本多裕一 911（8）
呼吸循環障害患者のパフォーマンス向上のための筋力
トレーニング 田屋雅信 916（8）
高齢者のパフォーマンス向上のための筋力トレーニン
グ 村田　伸・安彦鉄平・中野英樹 924（8）

軟部組織に着目した理学療法の最前線
超音波ガイド下インターベンションと理学療法の融合
　  宮武和馬・河端将司・藤澤隆弘・
  大歳晃生・稲葉　裕 1002（9）
肩関節周囲組織の動態と理学療法
　  林　典雄 1010（9）
腱板損傷に対する軟部組織理学療法
  工藤慎太郎・兼岩淳平・丸山　洵・
  三浦修平 1016（9）
頸部の末梢神経と軟部組織に対する運動療法
　  上田泰久・梶谷光太郎 1022（9）
胸郭出口症候群の理学療法における超音波診断装置の
活用―血行動態評価を用いた効果判定を中心に

　  井上　彰・古島弘三 1027（9）
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肘関節障害と投球障害―軟部組織による外反制動
  宮下浩二 1035（9）
投球障害肘の病態解釈と運動療法
  福吉正樹 1041（9）
腰痛症に対するマッスルインバランスの理学療法
  荒木　茂 1046（9）
鼠径部痛に対する組織間リリース
　  蒲田和芳 1054（9）
上殿皮神経起因の腰殿部痛に対する理学療法
  石川博隆 1061（9）
疼痛に対する最新の理学療法―治療効果を最大化する
ための理論と実践
非侵襲的脳刺激法による鎮痛効果
  大鶴直史 1138（10）
恐怖条件付けの理論と理学療法への応用
  前田吉樹 1143（10）
産業理学療法における腰痛対策 坪井大和 1150（10）
変形性膝関節症における classificationを用いた介入
  田中　創・西上智彦・大石浩嗣・
  西川和孝・松田秀策・徳永真巳・
  吉本隆昌・牛田享宏 1156（10）
疼痛リハビリテーションに対する virtual realityの可
能性 今井亮太 1165（10）

急性痛の慢性化予防のための理学療法
  平川善之・内藤卓也 1171（10）
慢性痛に対する集学的リハビリテーション
  久郷真人・安達友紀・榎本聖香・
  福井　聖 1178（10）
歩行 PART 1　脳神経疾患と歩行
〔エディトリアル〕歩行と理学療法
  内山　靖・金谷さとみ 1256（11）
〔歩行の観察評価〕治療志向的な観察評価
  盆子原秀三 1258（11）
〔歩行障害への治療介入〕部分法と全体法―脳卒中を中
心に 星　文彦 1264（11）

〔歩行障害への治療介入〕神経疾患の歩行障害に対する
装具・歩行補助具との融合 長谷川隆史 1273（11）
脳卒中による歩行障害の評価と治療
  髙村浩司 1280（11）
パーキンソン病による歩行障害の評価と治療
  岡田洋平 1285（11）
バランス低下による歩行障害の評価と治療
  望月　久 1291（11）
不全脊髄損傷による歩行障害の評価と治療
  古関一則 1296（11）

脳性麻痺による歩行障害の評価と治療
  大畑光司 1303（11）
歩行 PART 2　運動器疾患と歩行指導
歩くことをどう教えるか？―目的に見合った 
歩行指導のために 石井慎一郎 1376（12）

歩行指導の基本と応用歩行
　  小玉裕治・石田和宏 1383（12）
足部・足関節に起因する歩行障害の評価と治療
　  越野裕太 1388（12）
膝関節に起因する歩行障害の評価と治療
　  赤坂清和 1395（12）
股関節に起因する歩行障害の評価と治療
　  石羽　圭・永井　聡 1400（12）
体幹の運動器疾患に起因する歩行障害の評価と治療
　  藤本鎮也 1409（12）
運動器疾患をもつ高齢者の歩行指導
　  高橋浩平 1419（12）
転倒・骨折予防のための歩行評価とアプローチ
　  神先秀人・池添冬芽・大津　創 1427（12）

［Close‒up］ 

PICS
集中治療後症候群（PICS）とは 櫻本秀明 68（1）
PICSと理学療法 笹沼直樹 72（1）
PICSの予防 坂木孝輔 78（1）
認知症
アルツハイマー病発症初期からの症状変化とその対応
　  田川　勉・上薗紗映 199（2）
レビー小体型認知症発症初期からの症状変化とその対
応 白石　浩 203（2）
前頭側頭型認知症発症初期からの症状変化とその対応
  田中繁弥・安原千亜希 207（2）
振動刺激
振動刺激と運動錯覚 今井亮太 306（3）
振動刺激と姿勢制御 伊藤　忠 310（3）
全身振動刺激と痙縮 宮良広大・下堂薗恵 314（3）
頸部振動刺激と半側空間無視
  廣澤全紀・網本　和 318（3）
病棟専従
ADL維持向上等体制加算算定病棟に専従する理学療
法士の活動 安田耕平 434（4）
集中治療病棟に専任する理学療法士の活動
  柴田　涼 439（4）
地域包括ケア病棟に専従する理学療法士の活動
  木下めぐみ・四谷昌嗣 444（4）
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アジアにおける理学療法―Japan Quality
タイにおける理学療法―Japan Qualityの展開
  茂木啓介 561（5）
中国における理学療法―Japan Qualityの展開
　  大塚　功 566（5）
カンボジアにおける理学療法―Japan Qualityの展開
　  上野友也・西尾匡紀・亀田佳一・
  平井優介 571（5）
尿失禁に挑もう
尿失禁の病態と治療 井川靖彦 682（6）
女性の尿失禁に対する理学療法士の取り組み
  渡邊日香里・井上倫恵・成島雅博 687（6）
男性の尿失禁に対する理学療法士の取り組み
  松永明子 691（6）
理学療法士は再生医療に向き合えているか
中枢神経系疾患の再生医療と理学療法のアップデート
  猪村剛史・大塚貴志・黒瀬智之・
  中川　慧・弓削　類 933（8）
脊髄損傷に対する再生医療と理学療法
　  愛知　諒 936（8）
膝軟骨再生医療と理学療法
　  木村佳記・下村和範・中村憲正 940（8）
装具―理学療法士が知っておくべきこと
装具製作の流れも知ろう 栄健一郎 1069（9）
教科書通りの下肢は多くない
　  安室真紀・砂田和幸・島袋公史 1074（9）
理学療法士として学び，教えるために
　  遠藤正英 1079（9）
理学療法士が「死」に向き合うということ
終末期医療の実際と理学療法士の役割
　  平原佐斗司 1189（10）
終末期の医療者とグリーフケア 宮林幸江 1194（10）
理学療法士が「死」に向き合うということ―一般病棟
で行うがん患者への緩和的リハビリテーションアプ
ローチ／在宅において必要な装備
　  上野千沙・三村　健 1198（10）
糖尿病
糖尿病における薬物治療
　  笹子敬洋・門脇　孝 1311（11）
糖尿病足潰瘍と予防フットケアのチーム医療
　  渥美義仁 1315（11）
理学療法士としての有意義な「同職種連携」
よりよい治療の質のために―理学療法士の院内同職種
連携 中谷知生 1437（12）
シームレスな理学療法のために一病期を超えた同職種

連携 徳久謙太郎 1441（12）
理学療法士を育てる―養成校と実習指導者の同職種連
携―① 養成校の視点から／② 実習指導者の視点か
ら 玉利　誠・小林　賢 1446（12）

［連載］ 

脳画像から読み取る障害像と理学療法
 13．〔前大脳動脈梗塞 ②〕クモ膜下出血後に左右前
大脳動脈の血行障害を来した症例

　　 吉尾雅春 1（1）
 14 ．〔後大脳動脈梗塞〕視野欠損と視覚経路障害
　　 手塚純一 129（2）
 15．歩行再獲得した内頸動脈梗塞の一例
　　 伊藤直城 249（3）
 16 ．頭頂葉の皮質下出血により多様な症状がみられ
た症例 吉尾雅春 361（4）

 17 ．水頭症 髙屋成利 489（5）
 18 ．〔脳室周囲高信号域（PVH）・白質脳症・脳萎縮〕
重度の低酸素脳症症例には何ができるのか？

　　 山口祐太郎 617（6）
 19 ．〔小脳梗塞・出血〕小脳病変を立体的に捉えよ
う 手塚純一 733（7）

 20 ．脳幹梗塞―Wallenberg症候群，60歳代男性
　　 田村哲也 863（8）
 21．脳幹出血―左橋出血，70歳代男性
　　 田村哲也 991（9）
 22 ．左被殻・視床混合型出血例の解釈―左被殻・視
　　床出血，50歳台 吉尾雅春 1125（10）
 23 ．外傷性くも膜下出血後に慢性硬膜下血腫となり
情動変化が継続した症例―チームアプローチを行
い情動面が落ち着き，社会復帰へ

　　 山口祐太郎 1245（11）
 24 ．いろいろな脳画像と歩行 吉尾雅春 1363（12）
理学療法士が知っておきたいヘルスケア産業
 1．Virtual realityを利用した理学療法
 　　 原　正彦 90（1）
 2．ヘルスツーリズム 髙橋伸佳 216（2）
 3  ．モバイルヘルスにおける医療革新への期待と現
　　在地 萩原悠太・戸田拓弥・金居督之 326（3）
 4．簡易表面筋電計 鈴木里砂 450（4）
 5．更年期障害対策 早川庫輔 580（5）
 6．障がい者用オーダーシューズの開発
　　 高橋和義 698（6）
 7．運動支援システム「ヘルサポ」
　　 福西　梓 848（7）
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 8．フレイル予防事業
　　 奈良毬那・杉江正光・原田和昌・
  井藤英喜 967（8）
 9  ．「リハビリ旅行」を通じて知った理学療法士の専
　　門性 矢代貴史・木村英生 1105（9）
 10 ．保険外（自費）リハビリテーションの社会的意義
　　と理学療法士の参入 藤本修平 1223（10）
 11．シャツ型ウェアラブル端末
　　 小副川博通 1340（11）
 12．進化するベッドとその周辺
　　 小池清貴 1453（12）
はじめてのマネジメント学―できることから始めよう
 1  ．この組織をどうしたいか―マネジメントの基本
　　と原則 金谷さとみ 91（1）
 2  ．理学療法士のキャリアを積む―キャリア形成の
　　実際 鯨岡栄一郎 217（2）
 3  ．後輩たちの成長のために―さまざまな人材育成
　　手法 鯨岡栄一郎 327（3）
 4．クオリティアシュアランス―その方策とは
　　 佐藤房郎 451（4）
 5  ．働きやすい職場作り―職員のマネジメント
　　 槌田義美 581（5）
 6．リーダーとしての振る舞い―求められるリーダー
　　シップ 片岡靖子 699（6）
新しい臨床実習
 1．新・指定規則の概要―ここが変わった！
　　 網本　和 97（1）
 2．診療参加型臨床実習への移行
　　 佐々木嘉光 221（2）
 3．診療参加型臨床実習の実践
　　 長谷川真人・横田一彦 331（3）
 4．臨床実習における教育学的アプローチ
　  小林　賢 457（4）
 5．臨床実習におけるハラスメント―課題と対策
　　 加藤真弓 586（5）
 6．実習生が行ってもよいこととは？
　　 間瀬教史 703（6）
 7．実習前・後の学生評価―OSCE
　　 篠崎真枝・橘　香織・上岡裕美子・
  大橋ゆかり 834（7）
 8．実習中のタスク 酒井吉仁 953（8）
 9．臨床実習の課題と展望 山田千鶴子 1091（9）
国試から読み解く
 1．国試問題を臨床に活用しよう―膝関節痛の検査
　　 福井　勉 102（1）

 2．脳画像から病態を推測する
　　 藤田裕子 226（2）
 3  ．心肺運動負荷試験におけるV・E，V

・co2の変化を問
う 正保　哲 338（3）

 4．人工股関節置換術後に注意すべき動作
　　 福井　勉 462（4）
 5．臨床的評価指標から予後予測をしよう！
　　 藤田裕子 590（5）
 6．血圧の変化からわかる薬物の作用
　　 正保　哲 710（6）
 7．テスト肢位より特定の筋力低下を推測する
　　 福井　勉 840（7）
 8．臨床的評価指標から予後予測をしよう！
　　 藤田裕子 958（8）
 9．運動強度と心拍数 正保　哲 1096（9）
 10．X線およびMRI画像から病態を読み解く
　　 福井　勉 1214（10）
 11．臨床的評価指標から予後予測をしよう！
　　 藤田裕子 1332（11）
 12．X線写真とフローボリューム曲線を読み解く
　　 正保　哲 1464（12）
内科疾患患者における理学療法介入に必要なアセスメ
ント
 1  ．在宅における理学療法介入に必要なフィジカル
　　アセスメント 平野康之 829（7）
 2  ．循環器疾患の理学療法介入に必要なフィジカル
　　アセスメント 花田　智・岩切弘直 947（8）
 3  ．慢性呼吸器疾患における理学療法介入に必要な
　　アセスメント 角野　直・北川知佳 1086（9）
 4  ．腎疾患の理学療法介入に必要なフィジカルアセ
　　スメント 松沢良太 1203（10）
 5  ．代謝疾患の理学療法介入に必要なフィジカルア
　　セスメント 井垣　誠 1321（11）
 6  ．がん・腫瘍疾患の理学療法介入に必要なフィジ
カルアセスメント

　　 明﨑禎輝・中田英二 1454（12）
目で見てわかる 今日から生かせる感染対策
 1．正しい手指衛生ができますか？
　　 森本ゆふ・高橋哲也 861（8）
 2．徹底しよう！ 手指・前腕消毒
　　 森本ゆふ・高橋哲也 989（9）
 3．意外に汚れている電子カルテ
　　 森本ゆふ・高橋哲也 1123（10）
 4．意外に汚れている身につけているもの
　　 森本ゆふ・高橋哲也 1243（11）
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 5  ．白衣の正しい洗浄法は？
　　 森本ゆふ・髙橋哲也 1361（12）
質的研究の魅力と可能性
 1．健康科学分野における質的研究の魅力と可能性
　　 松山章子 1209（10）
 2．看護分野における質的研究の動向と可能性
　　 黒田裕子 1326（11）
 3  ．作業療法分野における質的研究の動向と可能性
　　 佐川佳南枝 1457（12）

［臨床実習サブノート］ 

「日常生活活動」をみる
 9．車椅子移動 金子　巧 104（1）
 10．歩行 尼子雅美 228（2）
 11．社会交流 永冨史子 340（3）
運動器疾患の術後評価のポイント―これだけは押さえ
ておこう！
 1．変形性股関節症―人工股関節全置換術
　　 白谷智子 465（4）
 2．変形性股関節症―骨切り術
　　 藤岡修司 592（5）
 3．大腿骨近位部骨折―骨接合術
　　 対馬栄輝 712（6）
 4．大腿骨頸部骨折―人工骨頭
　　 森口晃一 842（7）
 5．変形性膝関節症―人工膝関節全置換術
　　 早川雅代・八木茂典 960（8）
 6．変形性膝関節症―骨切り術
　　 片岡悠介 1098（9）
 7．頸椎症性脊髄症 森田　伸 1216（10）
 8．腰部脊柱管狭窄症 石田和宏 1334（11）
 9．腱板断裂 石川博明 1466（12）

［甃のうへ］ 

 72．ターニングポイント 池田由美 213（2）
 73．置かれた場所で咲くということ
　　 寒川美奈 449（4）
 74．新一年生 竹中菜々 697（6）
 75．優しく　強く 髙田ゆみ子 946（8）
 76．成長につながる 3つの経験
　　 太田珠代 1202（10）
 77．明るいほうへ 信太奈美 1452（12）

［私のターニングポイント］ 

 7  ．経験から気づき，行動することが，ターニング

　　ポイントをつくる？ 大重　努 87（1）
 8  ．出会いに感謝 多々良大輔 325（3）
 9  ．『理学療法士』という肩書きを手放すことで見え
　　た世界 林　好子 579（5）
 10 ．なぜできないのかを考えることも大事ですが，
なぜできるのかについて考えることも同じくらい

　　大切です 玉地雅浩 828（7）
 11 ．できていないことを認めた先に成長がありまし
　　た 北林　豊 1083（9）
 12 ．誰の笑顔が見たいのか？ 生野達也 1319（11）

［Relay Message］ 

 1．自分自身へのメッセージ 村井直人 114（1）
 2．後輩へ 川西　誠 235（2）
 3．備える 坪井宏幸 346（3）
 4  ．“楽らくボクシング”―楽しく取り組める運動療
　　法 谷名英章 472（4）
 5．出会いとつながり 小川真輝 599（5）
 6．今大切だと思うこと 室伏祐介 721（6）
 7．縁は宝 田中克宜 849（7）
 8．「価値」を見出す 大古場良太 968（8）
 9．私が受け取った“たすき”に込められたもの
　　 石田修平 1106（9）
 10．こんな状況でも楽しんでんねん
　　 矢野恵夢 1224（10）
 11．目標に向かって今を生きる
　　 畑中哲志 1341（11）
 12．“寄り添う” 秋吉哉花 1472（12）

［HOT NEWS］ 

2020年度診療報酬改定の HOT NEWS！
　  佐々木嘉光 66（1）
一般介護予防事業等の推進方策に関する検討会取りま
とめ・介護分野の文書に係る負担軽減に関する中間
取りまとめを公表

　  戸塚満久・佐々木嘉光 196（2）
「脳卒中・循環器病対策基本法」の施行と理学療法士に
関連する最新の動向 佐々木嘉光 305（3）

「医師の働き方改革を進めるためのタスク・シフト╱
シェアの推進に関する検討会」にて，理学療法士の
現行制度上実施可能な業務が示される

　  佐々木嘉光 433（4）
令和 2年度診療報酬改定の動向と理学療法士に関連す
る個別改定項目 戸塚満久 560（5）
理学療法士が地域担当の医療専門職として記載された
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「令和 2年度の後期高齢者医療制度の特別調整交付
金の交付基準」が発出
　  加辺憲人・佐々木嘉光 793（7）
人生 100年時代に向けた高年齢労働者の労働環境と理
学療法士 村松拓也 932（8）

「要介護者等に対するリハビリテーションサービス提
供体制に関する検討会」報告書が公開
　  森　周平 1068（9）
理学療法に関連する 2020年度の政府の方針を読み解
く 佐々木嘉光 1187（10）
スーパーシティとデジタル理学療法
　  渡部大地 1309（11）
令和 3年度介護報酬改定の主な議論と今後の行方―理
学療法を中心に 村松拓也 1436（12）

［学会印象記］ 

〔第 17回日本神経理学療法学会学術大会〕神経理学療
法が一歩先に進むために何ができるか
　  室井大佑 85（1）
〔第 7回日本運動器理学療法学会学術大会〕運動器理学
療法の「学術」と「臨床」との連携を実感
　  阿南雅也 86（1）
〔第 6回日本予防理学療法学会学術大会〕世界へ発信し
ていくための学術大会へ 松尾　直 212（2）

〔第 6回日本呼吸理学療法学会学術大会〕呼吸理学療法
の進歩と発展 川路具弘 323（3）

〔第 6回日本小児理学療法学会学術大会〕小児理学療法
の行く末は 楠本泰士 324（3）

〔第 24回日本基礎理学療法学会学術大会〕最新の知見
から臨床へのヒントを得る 上條史子 448（4）

〔第 6回日本スポーツ理学療法学会学術大会〕大いなる
レガシーに向けて 押山　徳 577（5）

〔第 6回日本地域理学療法学会学術大会〕地域理学療法
学の構築に期待 福元喜啓 578（5）

〔第 8回日本理学療法教育学会学術大会・第 2回日本理
学療法管理部門研究会〕個の力と組織の力―理学療
法士の質の向上に必要なものとは
　  門馬　博 696（6）

［短報］ 

リハビリテーション早期介入による入院期間短縮への
取り組み
　  前川　彩・水谷浩也・岡　　実・
  宮﨑智史・長谷川修 722（6）
中学生の投球動作におけるステップ脚の筋電図学的解

析 内田智也 1107（9）

［報告］ 

再建術施行前の膝前十字靱帯損傷患者における運動恐
怖感および身体知覚異常の検討

　  永井勇士郎・三木貴弘・永井汐莉・
　  盛　智子・鈴木智之 115（1）
肩関節拘縮例における関節包と関節可動域の関連性の
検討

　  鶴木　恵・高橋友明・雫田研輔・
  齋門良紀・石垣範雄・松葉友幸・
  畑　幸彦 600（5）
人工膝関節置換術後患者に対する身体活動量遠隔モニ
タリング―実施可能性調査

  山口英典・美﨑定也・山本尚史・
  大島理絵・田澤智央・杉本和隆 850（7）
急性期脳卒中患者における長下肢装具を用いた歩行練
習が身体機能と移動能力の長期予後に与える影響

　  木村友亮・馬場浩充・大洲人士 969（8）
前方および後方からの降段動作が両側膝関節内側負荷
に与える影響

  水野　歩・井野拓実・佐橋健人・
  千葉　健・越野裕太・寒川美奈・
  遠山晴一・山中正紀 1225（10）
肩甲骨引き寄せ距離と投球肘障害の関連
　  菅谷力也・渡部健太郎・倉品　渉・
  矢野雄一郎・飯島裕生・西頭知宏・
  中島寛大・笹沼秀幸・中間季雄 1342（11）
3歳未満の子を持つ女性向け「育児動作困難感尺度
（difficulty scale of childcare：DiSC）」の信頼性およ
び併存的妥当性の検証

　  樋口大輔・菊原日和 1346（11）

［症例報告］ 

外傷性肩鎖関節脱臼（Rockwood分類 type Ⅳ）術後症
例の治療経験―軟部組織の修復過程を考慮した理学
療法

  和田満成・松本正知・小牧亮介・
  赤尾和則・熊谷匡晃・渥美　覚・
  松田　理 236（2）
心臓再同期療法後の心不全患者に対する訪問リハビリ
テーションにより日常生活動作が改善した要介護症例
　  石月亜由美・尾熊洋子・森　雄司・
  加藤倫卓 347（3）
超音波治療を併用した上腕二頭筋長頭腱の滑走練習に
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より肩関節下垂位外旋制限が改善した凍結肩の 1例
　  寺山佳佑・田村滋規・正意敦士・
  種継真輝・小西喜子・廣田哲也・
  泊　一輝・安原遼太 473（4）
Forestier病に対する徒手的理学療法の経験
　  永井豊美・八木柚香里・松枝重樹・
  古賀秀作 604（5）
ペラグラ脳症例に対する回復期理学療法の経験
　  山崎雄一郎・高石真二郎・髙村浩司・
  新井智之・丸木秀行 976（8）
機能的電気刺激を用いた介入が歩行の再獲得につな
がった脳卒中片麻痺例
　  景山友加里・大島埴生・米廣幸平 1231（10）
成人麻疹脳炎後に急性散在性脳脊髄炎，ギランバレー
症候群を合併した症例の理学療法経験
　  野倉豊文・岡田　久・鈴村賢一・
　  深谷孝紀・平林宏之・加納裕也・
　  湯浅浩之・稲垣俊明 1474（12）

［資料］ 

理学療法教育における学習理論 下井俊典 478（4）

［プラクティカル・メモ］ 

タブレット利用の試み―運動イメージのフィードバッ
ク方法の 1つとして

　  豊田正樹・久保田勝徳・上村龍輝・
  五十嵐稔浩 1352（11）

［ひろば］ 

幻肢痛の謎 奈良　勲・小嶋　功 353（3）
緩和ケアにおける「こころ」とのかかわり
　  牛ノ濱弥丘 855（7）
日本の理学療法定義に関する考察
　  中村壮大 1110（9）
老人と海―超高齢者の生きざま 奈良　勲 1479（12）

［卒業論文のひろば］ 

腰部不安定性と慢性腰痛・QOLの関係―可動性を定
量化した調査 深澤完太・北村拓也 1111（9）
運動教室後の自主活動者の運動機能および認知機能の
変化 伊藤里紗・今岡真和 1480（12）

［緊急座談会］ 

新型コロナウイルス―各現場から，withコロナ時代の
理学療法を展望する
COVID︱19治療最前線での理学療法―第 2波，その先
に向けて

　  岩田健太郎・北原エリ子・高橋哲也・
  長谷川信・横田一彦 796（7）
COVID︱19感染予防を主軸とした組織運営
　  金谷さとみ・津田陽一郎・永冨史子・
  松井一人・村永信吾 802（7）
COVID︱19下の理学療法教育の現状と展望
　  網本　和・内田　賢・内山　靖・
  大城昌平・金谷さとみ・酒井桂太・
  福井　勉・山田英司・横田一彦 812（7）

［特別寄稿］ 

COVID︱19に対する理学療法士としての挑戦―1を救
い 10も救うことができたか？　急性期から地域連
携まで

　  本田明広・岩田健太郎・西原浩真・
  下雅意崇亨・伊藤　翼・中嶋璃奈・
  山田莞爾・稻垣優太・土井朝子・
  富井啓介・幸原伸夫 819（7）

［文献抄録］ 

呼吸
座位行動は慢性閉塞性肺疾患患者の独立した死亡予測
因子である 大池貴行 123（1）
慢性閉塞性肺疾患における不安と抑うつ症状に対する
呼吸リハビリテーションの効果―システマティッ
ク・レビューとメタアナリシス

　  川俣幹雄 355（3）
間質性肺疾患における運動療法のエビデンス―ランダ
ム化比較試験 森下志子 483（4）

重症慢性閉塞性肺疾患患者の運動耐容能を改善させる
神経筋電気刺激法―無作為化二重盲検プラセボ対照
試験 大池貴行 727（6）

特発性肺線維症患者における包括的肺リハビリテー
ションおよびその維持の短期的影響―無作為化比較
試験 森下志子 1355（11）
運動器
変形性膝関節症患者における歩行時の体幹屈曲角度
　  加藤　浩 243（2）
膝蓋下脂肪体の信号強度変化は 5年以内の人工膝関節
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置換術を予測する―Osteoarthritis Initiativeのデー
タ 鵜澤寛伸 482（4）
成長期の健常者 584名における脊柱冠状面および矢状
面バランス―正常な Plumb Line値と X線測定値と
の相関 大浦佳子 483（4）
変形性膝関節症に対する間葉系幹細胞治療の効果―再
生リハビリテーションの効果確立を目的としたメタ
アナリシス 山口将希 1486（12）

肩甲上腕関節の多方向不安定症に対する 2つの運動リ
ハビリテーションプログラムの比較―無作為化比較
試験 今井孝樹 1487（12）

予防
肥満女性へ体重サポート歩行を用いた代謝改善効果に
ついての予備研究 岡田裕隆 611（5）
ランダム化制御 FrOST研究における骨粗鬆症とサル
コペニアを有する地域在住の高齢男性に対する高強
度レジスタンストレーニングの良好な効果
　  後藤和也 982（8）
理学療法士による入院中の身体活動を維持する重要性
に関するアドバイスは高齢患者の座位時間を短縮，
1日歩数を増加，移乗・移動能力を維持できる―無
作為化試験 井上由里 1354（11）

神経
プリズム順応が neglect hemianesthesiaに及ぼす影響
　  秋山和也 122（1）
慢性期脳卒中患者と健常成人の上肢機能に体幹への補
助が与える効果について 山本良平 123（1）
若年および高齢者における歩行開始時の姿勢機構に

whole︱body︱vibrationが与える即時効果：無作為プ
ラセボ介入研究 菅澤昌史 242（2）
腰装着センサーを用いたパーキンソン病のジスキネジ
ア重症度の推定 町田　和 482（4）
脳卒中患者の麻痺側推進力及び歩行生体力学変数に対
するリアルタイムバイオフィードバックの効果
　  山本良平 983（8）
医師と理学療法士のコミュニケーションの増加は，脳
血管および神経外傷患者の早期活動性と入院期間の
短縮に関連する 齋藤正美 1236（10）

歩行能力改善に予測困難な強度の外乱刺激を用いると
慢性片麻痺者の動的バランス能力を改善する―無作
為化を用いた予備研究 岡田裕隆 1355（11）
基礎
休息時のデフォルトモードネットワークが中等度認知
症の高齢者の二重課題遂行能力や歩行速度，姿勢動
揺に関連する 山口将希 122（1）

ラットにおける定期的な水泳運動による神経腫の疼痛
軽減―レプチンおよびアディポネクチンの関与

　  角園　恵 243（2）
成人と子供の関節角度を測定するための新しいビデオ
ゴニオメーターアプリの有効性と信頼性の評価

　  二宮省悟 611（5）
研究および臨床におけるフレイルの測定について：レ
ビュー論文 栗田麻結 726（6）

ラット坐骨神経損傷によって誘発される慢性ストレス
の状態における海馬神経発生 角園　恵 1117（9）

4つの座標の視点を使用した角度と距離の取得におけ
る Kinoveaプログラムの有効性と信頼性
　  二宮省悟 1487（12）
スポーツ
プロサッカー選手における筋損傷受傷率は，出場試合
後 5日間以内の出場時に増加する―14シーズン 約
130,000試合の前向き調査 田村暁大 242（2）

オーバーヘッドスポーツ選手のプレシーズンにおける
肩関節可動域のスクリーニングとシーズン中の肩お
よび肘における外傷リスク―システマティックレ
ビューおよびメタアナリシス 志村圭太 726（6）

前十字靱帯損傷に関連する骨挫傷が示唆する損傷メカ
ニズム―システマティックレビュー

　  青木章乃 1354（11）
小児
脳性麻痺児の GMFCSレベルにおける ECAB発達曲
線 吉田勇一 355（3）

学校での理学療法と目標到達との関連性
　  吉田勇一 1237（10）
心血管
慢性の駆出率が維持された心不全患者（HFpEF）にお
ける心拍応答と運動耐容能 竹内真太 354（3）

高強度インターバルトレーニングと中等度強度の連続
トレーニングが身体的不活動な成人の心拍変動に及
ぼす影響 尾張　剛 610（5）

慢性心不全の心肺運動負荷テストにおける無酸素性代
謝閾値と呼吸性代償開始点の同定

　  川俣幹雄 1117（9）
心臓リハビリテーション患者における終末糖化産物
（AGEs）の組織蓄積と運動能力との関連
　  吉田誠也 1236（10）
地域
高齢者における仮想現実システム（V︱TIME）を用い
たトレッドミルトレーニングの転倒軽減効果―無作
為比較試験 櫻井陽子 354（3）
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ケアホーム入居者における身体活動向上の実現可能性
の検討―Active Residents in Care Homes（ARCH）
プログラム 櫻井陽子 1486（12）
ウィメンズヘルス
妊娠中の身体活動と産後のうつ症状―多民族からなる
コホート研究 牧原由紀子 610（5）
初産婦における妊娠中および産後の腰痛，上部背部
痛，骨盤帯痛の経過 大浦佳子 1237（10）

産業
理学療法士，作業療法士，理学療法助手，作業療法助
手における請求費用，筋骨格系の健康，および作業
曝露の比較―ロングターム・ケア職における比較
　  中野聡太 727（6）

腎臓
透析前体液過多と歩行速度―慢性透析患者における反
復測定分析 河野健一 1116（9）
内部障害
レジスタンストレーニングは肝硬変患者の筋力と筋量
を増加させる 小河裕樹 982（8）

慢性腎臓病患者における運動主体の腎リハビリテー
ション後の死亡率と罹患率―プログラムの完遂と運
動能力変化の影響 平野裕真 1116（9）

その他
院内において患者の移動性を測定するための共通言
語―専門職間における移動性測定の信頼性と構成概
念妥当性 中野聡太 983（8）
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